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【研修日程】 

 平成２８年１０月５日（水）～６日（木）〔１泊２日〕 

 

 

【視察研修先及び内容】 

１．東京都東村山市議会 ：議会基本条例の検証、議会改革の取組みについて 

２．千葉県流山市議会  ：議会基本条例の検証、議会改革の取組みについて 

 

【参加者】 

議会運営委員会 委員長  杉本  成一 

副委員長 竹内  幹雄 

委員   金田  正信 

多々見  武 

坂井  正靱 

金子   猛 

議長   杉本  正一 

   議会事務局   局長   川﨑  健二 
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【東京都東村山市議会】 

東村山市は、東京都の北西部、武蔵野台地のほぼ中央に位置し、狭山丘陵の東端にある

近郊住宅都市であり、新宿駅から電車で 30 分の距離にある人口１５万１千人余りの東京

都心のベッドタウンとして発展した市であります。 

（議会基本条例の検証、議会改革の取組みについて） 

東村山市の議会改革の歩みと議会基本条例の検証について、広報広聴委員会の佐藤議員

並びに議会基本条例の制定に携わった石橋議員から、映像などを使って丁寧な説明を受け、

そのあと、３人の広報広聴委員会の議員も交えて議会報告会などについて活発に意見交換

を行いました。 

まず、東村山市の議会基本条例については、条例に規定したことが実施されているか否

か、何が課題なのかなど２年ごとに検証する。また、その結果、条例の改正を含めて適切

な措置を講じなければならないとなっている。条例制定に携わった改選前の議員で一度仮

検証を実施した上で、今年４月から９月にかけて本検証を実施し、条例と委員会規則の一

部改正を行ったとの説明でありました。 

また、市民に開かれた議会を目指し、市民の意見を的確に把握するため、議会報告会に

関する実施要綱で議会報告会の開催を年４回とし、駅頭で周知チラシの配布や各議員がフ

ェースブックやツイッターを利用して参加を呼びかけるなど、積極的に活動されていまし

た。 

さらに、実際の議会報告会の運営についても、意見交換しやすい雰囲気をつくるため、

対面型の議会報告会で車座やグループワークを取り入れるなど試行錯誤されておりました。 

また、議会報告会の実施後には報告書により、成果と課題をホームページに掲載するな

ど、継続的な改善をされており、それらの取り組みが「議会と住民が対話する場とその充

実」という点で、議会改革白書２０１５に取り上げられたとのことでありました。 

また、議会活性化の取り組みとして、議会の傍聴に来ていただくために、議会開会前に

ミニコンサートを開催するなど、市民に対して関心を持ってもらうよう工夫されておりま

した。 

 

  



 

【千葉県流山市】 

流山市は、千葉県の北西部に位置し、西に江戸川、北に利根運河が流れ、水利の便と水

質がよく、東京都心まで 25ｋｍ圏内という人口 177,600人余りの首都圏のベッドタウンと

して発展した市であります。 

（議会基本条例の検証、議会改革の取組みについて） 

流山市議会における議会活性化について、秋間議員と西川議員から、パワーポイントや

動画を使って、わかりやすく説明していただき、議会報告会などについて意見交換を行い

ました。 

まず、流山市の議会基本条例の見直しについては、 

１点目として、「反問権を行使できる者の範囲」を「市長等」から「説明員」に拡大し

たこと。 

２点目として、「新人議員研修の充実強化」を図るため、研修対象を議会基本条例のみ

ではなく、議会関係諸例規などに拡大したことなどがありました。 

その他の取組みとしては、 

・平成１８年９月に本会議のインターネット議会中継の導入 

・平成２１年３月に議会基本条例と自治基本条例を同時に可決 

・平成２２年４月にユーストリームによる全国初の委員会中継 

・平成２２年９月に携帯端末機による電子採決の実施 

・平成２２年１２月に（仮称）流山市議会ＩＣＴ推進基本計画の策定 

などに取り組まれており、平成２４年５月には、それまでの取り組みが評価され、日本

経済新聞社の調査による議会改革度ランキング調査で全国810市区中１位にランキングさ

れています。 

 その後も、平成２６年２月には、フェイスブック・ツイッター運用ガイドラインを作成

するなど、継続的に議会活性化に取り組まれております。 

特に５点目の、流山市議会ＩＣＴ推進基本計画の策定に当たっては、インターネットを

利用したテレビ電話であるスカイプやライブ映像を放送するユーストリームを活用し、リ

アルタイムによる協議手法を取り入れ、外部アドバイザーとして２名の大学教授や民間研

究機関の研究員の協力を得て協議を重ね、執行部の協力もいただいたとの説明でありまし

た。 

 

両市の取り組みでは、積極的な情報公開を率先して行い、より一層、市民に開かれた議

会の実現を図るなど、市民に信頼される議会運営の取り組みに見習うべきことも多く、我々

も、積極的な情報の公開と説明責任を果たすととともに、議会改革を重ねながら、市民の

負託に応えていく決意をあらたに致しました。 

 


